
『郷土学習読本』（富山県氷見町上伊勢尋常小学校刊行）　
　資料は、昭和７年（１９３２）に氷見上伊勢尋常小学校が刊行した郷土学習のための教材で、１学年１冊で編集
されています。郷土や日常生活に即した事物を題材として、様々な教科の学習内容を学ぶ形式となっており、
児童自身が調べ学習を行うためのワークシートがついている箇所も多数あります。全６巻のうち、本展では、
１・３・６年生用を展示しています。見開き箇所は、３年生用に掲載の「郷土かるた」です。大正時代中期
以降の児童中心主義の教育は、昭和に入ると、堅実な生活主義の教育へと大きく変化しましたが、その中で
多くの小学校において独自に作成した教材が刊行されました。
　　� 　　富山県教育記念館所蔵

小学校令改正ノ件　
　昭和16年（1941）４月、小学校令が改正されました。この時の改正では、小学校は国民学校と改称され、皇
国の道に則った普通初等教育を行い、国民の基礎的錬成を行うことが目標とされました。資料は、同年２月
19日の枢密院本会議で提示された小学校令等に関する審査報告です。
　　� 　　請求番号：枢Ｄ00862100
　　� 　　国立公文書館所蔵
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